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講　評
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従来、プレハブ住宅（型式認定住宅）の増築は、きわめ
て困難とされて来た。現行法規に適合するよう全面的に確
認申請しなおすには多大な手間を要するが、それを避ける
ためには、現状部分を既存不適格扱いとし、それとは切り
離した構造とすれば、増築も一応は可能である。しかし型
式認定住宅の場合、新築時の確認申請の際に図面・構造計
算書等が省略されていたケースが多いため、元の資料が系
統的に保存されていないことが、既存不適格の承認を受け
る際の大きなハードルとなってしまう。したがって、リ
フォーム事業者も元の住宅メーカーも、敢えてそこまでの
手間を要するリフォームは避けておく方が現実的、として
来た訳である。
この作品は、築20年の軽量鉄骨造２階建てプレハブ住
宅の二世帯住宅への改造を、プレハブ住宅のリフォームで
あるだけでなく、既存部分と縁を切るための設計・施工上
の不都合という二重のハードルを、涙ぐましい努力の末に
乗り越えて実現したものである。当初は、プレハブメーカー
や評価機関、行政の窓口も「増築は困難」という判断であっ
た。しかし、自分の財産である住宅に二世帯で「住み続け
たい」という施主の決意、実現のための努力を惜しまない
リフォーム事業者の姿勢は、関係諸機関の全面的な協力を
引き出すこととなり、その結果、7.71㎡の増築と、外周壁・
開口部の断熱改修を含む全面的なリフォームが日の目を見
た。増築部分は面積的には小さいが、二世帯住宅の実現に
は重要な役割を果たしている。
増築部分は本体とは構造的に独立した鉄骨フレームで支
持されており、東日本大震災もあったので更なる安心のた
め杭打ち構造に変更しているが、敷地の条件から重機が入
らず手作業で行うという苦労もあった。また外周壁パネル
面材は構造耐力要素には含まれていないので、開口部の位

置にも（開口部にブレースが露出するなど）大胆に変更を
加えて、使いやすいプランを実現している。２階の天井は
一部を抜いてロフト収納を新設し、小屋組を露出させて開
放的なスペースを得ている。
かくして、さまざまな障害を乗り越えて、計画から含め
て１年以上を掛けたリフォームが完成した。型式認定住宅
の大規模リフォームの需要は多いと思われるが、現状では
かなりハードルが高いと言わざるを得ない。こうした条件
でのリフォームを努力の末に実現に漕ぎ付けた特徴的かつ
提案的なケースとして、この作品を審査委員特別賞の対象
とした。


